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はじめに  
 
環境技術実証モデル事業は、既に適用が可能な段階にありながら、環境保全効果
等について客観的な評価が行われていないために普及が進んでいない先進的環境
技術について、その環境保全効果等を第三者が客観的に実証する事業をモデル的に
実施することにより、環境技術実証の手法・体制の確立を図るとともに、環境技術
の普及を促進し、環境保全と環境産業の発展を促進することを目的とする。 
本実証試験は、平成１６年４月２８日環境省環境管理局が策定した実証試験要領
に基づいて選定された実証対象技術を、同実証試験要領に準拠して実証試験を実施
し、以下に示す環境保全効果等を客観的に実証するものである。 
 
（実証項目）  

○環境技術開発者が定める技術仕様の範囲内での、実際の使
用状況下における環境保全効果  
○運転に必要なエネルギー、物資及びコスト  
○適正な運用が可能となるための運転環境  
○運転及び維持管理にかかる労力  

 
本報告書は、その結果を取りまとめたものである。  
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１． 実証試験実施場所の概要  
 
1.1 実証試験実施場所の名称、所在地、所有者等  
実証試験実施場所の名称、所在地、所有者等は、下表に示すとおりである。  
 

表１－１ 実証試験実施場所の名称、所在地、所有者等 

名称 ウニクス南古谷 

所在地 埼玉県川越市泉町３番地１号 

所有者 
所有者：㈱ピーアンドディコンサルティング 
管理者：新日本ビルサービス㈱ＵＮＩＣＵＳ南古谷 

 
 
1.2 実証試験実施場所の事業状況  
実証試験実施場所の事業状況等については、下表に示すとおりである。実証試験
実施場所の営業内容は複数店舗型食堂（ショッピングモール）であり、来客数は平
日に比べ、休祭日は約 1.5 倍となっている（平日 10,000 人、休祭日 15,000 人）。 
 

表１－２ 実証試験実施場所の事業状況 
営業内容 営業面積(㎡) 席  数 営業時間 

  スーパーマーケット    3,350      0   10:00～22:00 
  イタリアンレストラン      510     130   11:00～24:00 
  フードコート 
ハンバーガー、オムライ
ス、焼肉丼、ラーメン、
うどん、そば、ハンバー
グ、たこ焼き、クレープ 

     750     270   10:00～21:30 

  アイスクリーム        68      20   10:00～22:00 
            計     4,678     420  
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1.3 排水系統 
排水系統図は、下図に示すとおりである。実証試験場所の排水は、食堂等からの
厨房排水であり、油分含有排水として処理を行い、下水道に放流している。その他
のし尿排水は、直接下水道に放流している。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

実証対象施設 

図１－１ 排水系統図

スーパーマー
ケット

フード
コート
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1.4 排水の水量、水質  
実証試験実施場所からの排水における水量及び水質については、下表に示すとお
りである。この調査の結果から実証試験実施場所からの排水のうち、厨房排水は約
７５％を占めると推定される。 
実証試験実施場所は、飲食店を含む複数店舗（ショッピングモール）であるため、
正午と夕方の食事の時間帯に油分を多く含んだ厨房排水が大量に流入する。 
 

表１－３ 事業場からの排水における水量及び水質 
水量 排水量  平均   66  （ 53 ～ 84  ）㎥/日 

  （給水量  平均   88                 ㎥/日） 
水質   ＢＯＤ    平均   422   （ 189 ～ 638 ）mg/l 

  ＳＳ      平均   189   （ 80 ～ 329 ）mg/l 
  ｎ－Ｈｅｘ 平均   87   （ 44 ～ 230 ）mg/l 

（平成 16年５月調査） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

上水

厨房排水 し尿

除害施設

実証試験施設

公共下水道

66㎥/日(75％) 22㎥/日(25％)

図１－２ 系統毎の排水量
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２. 実証対象技術及び実証対象施設の概要  
 
2.1 実証対象技術の原理 
この技術は、前段及び後段の２つのプロセスで構成されている。前段のプロセス
では、流量調整槽に油脂分解菌を添加し油脂分の一部を分解する。後段のプロセス
では、担体流動槽に充填されている担体に付着した微生物により生物学的処理によ
って、厨房排水中の油脂分、有機物（BOD）を効率よく分解除去するものである。 
 
2.2 システムの構成 
流量調整槽に油脂分解菌を添加し、スポンジ状の担体を充填した担体流動槽に       
おいて担体に高濃度に付着した微生物により油脂分及びその他の有機物を効果的
に分解除去し、下水道放流する。油脂分解菌は自動投入装置により行われる。厨房
排水の処理に適した油脂分解菌と担体との組み合せを採用している。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図２－１ 実証対象技術のフローシート  
 

ばっ気型スクリーン

計量調整装置

流量調整槽

微細目スクリーン

原水ポンプ槽

大きいゴミを除去

油脂分解菌

小さなゴミを除去

放流ポンプ槽

担体流動槽

流入

流出（公共下水道）
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2.3 実証対象施設の仕様及び処理能力  
 (1) 設計条件 
 1) 処理対象排水 ： 厨房排水 
 2) 排出時間   ： ８時間 
 3) 処理方式   ： 担体流動槽方式 
 4) 排水量    ： 55.0㎥/日 
  ①日平均汚水量 ： 55.0㎥/日＝2.292㎥/時＝0.039㎥/分 
  ②時間最大汚水量： 10.313㎥/時＝0.172 ㎥/分   ピーク係数＝4.5 
 5) 流入水質  ： ＢＯＤ ； 1,000mg/L   （想定値） 
                   ＳＳ  ；   800mg/L   （想定値） 
                  ｎ－Ｈｅｘ；   200mg/L   （想定値） 
 6) 処理水質    ：  ＢＯＤ ；   600mg/L 以下 （目標値） 
               ＳＳ  ；   600mg/L 以下  （目標値） 
                  ｎ－Ｈｅｘ；    30mg/L 以下  （目標値） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
(2) 各槽の設計計算  
 1) 原水ポンプ槽： 時間最大汚水量の 15分の滞留とする。 

必要容量  ： 0.172㎥/分×15 分＝2.58㎥ 
 形状寸法  ： φ2.00 ｍ×Ｈ1.18ｍ 
 有効容積  ： 3.05㎥ 

付属品   ：   原水ポンプ   水中汚水 2台 
   レベルスイッチ   フロート 4個 
   ばっ気型スクリーン   50mm  
 

 

図２－２ 実証対象処理施設
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2) 流量調整槽： 日平均汚水量の 16時間の滞留とする。 
   必要容量 ： 55㎥/日×16／24＝36.67㎥ 
 形状寸法 ： φ2.50ｍ×Ｌ11.35ｍ×Ｈ1.48 ｍ 
 有効容積 ： 37.22㎥ 
 必要空気量： ばっ気強度 1.0㎥/㎥・時とする。 
    37.22㎥×1.0 ㎥/㎥・時＝37.22㎥/時＝0.63㎥/分 

付属品  ：   撹拌ブロワ ロータリー式 1台 
    計量ポンプ 水中汚水汚物ポンプ 2台 
    微細目スクリーン 自動掻上式 1台 
    レベルスイッチ フロート式 4個 
    流入計量槽 三角堰計量型 1基 
    撹拌装置有孔管型   
    油分解菌注入装置   

 
3) 担体流動槽： ｎ－Ｈｅｘ容積負荷を 0.375 kg-n-Hex/㎥・日とする。 
          55.000㎥/日×0.2 kg/㎥／0.375kg-n-Hex/㎥・日＝29.34 ㎥ 
 必要容量 ： 29.34㎥ 
 形状寸法 ： φ2.50ｍ×Ｌ7.00ｍ×Ｈ2.03ｍ 
 有効容積 ： 29.61㎥ 

必要空気量：  必要空気量は以下の①及び②で算出し、①及び②の数値の内
大きい方を採用する。 

① Ｏ２＝ａ・Ｌｒ＋ｂ・Ｓａ ここで、Ｏ２：酸素要求量（ｋｇ/日） 
ａ：BOD 除去にかかわる係数 0.6（ｋｇ-Ｏ２/ｋｇ-BOD） 
Lr：除去 BOD 量（ｋｇ/日） 

           b：ＭＬＶＳＳの酸素要求量にかかわる係数 
        Sa：ＭＬＶＳＳ(kg) 0.07（kg・Ｏ２/kg・MLVSS・日） 
             Ｏ２＝0.6×55.00×0.4＋0.07×29.61×4.5 
        ＝13.20＋9.33 ＝22.53 kg/日 
     空気中の酸素量を 0.277ｋｇ-Ｏ２/㎥、酸素利用率を 3％とすると 

     22.53kg/日÷0.277ｋｇ-Ｏ２/㎥÷0.03＝2711㎥/日 
                                   （必要空気量） ＝1.89 ㎥/分 
      ② ばっ気強度 3.0 ㎥/㎥・時とする。 
       29.61㎥×3.0 ㎥/㎥・時＝88.83㎥/時 

（必要空気量）＝1.49㎥/分 
付属品  ：   曝気ブロワ  ブロワロータリー式   2 台 
   散気装置  有孔管型  
   担体  発泡ウレタン  
   担体分離装置   
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4) 放流ポンプ槽： 日平均汚水量の 30分の滞留とする。 
 必要容量  ： 0.039㎥/分×30 分＝1.17㎥ 
形状寸法  ： φ2.50ｍ×Ｌ1.15ｍ×Ｈ1.78ｍ 

 有効容積  ： 3.60㎥ 
付属品   ：  放流ポンプ   水中汚水ポンプ     2 台 
  レベルスイッチ   フロート式     4 個 
  撹拌装置   有孔管型  

 
(3) 主要機器リスト等 
    実証対象施設の構造図を図２－３、施設の主要機器を表２－１に示す。 
 

表２－１  主要機器リスト 
機器名称 機器仕様 台数 

 ばっ気ブロワ 
 撹拌ブロワ 
 原水ポンプ 
 計量ポンプ 
 放流ポンプ 
 微細目スクリーン 
 油分解菌注入装置 
 レベルスイッチ 

  65A × 2.66 ㎥/分 × 30 kPa × 3.70kW 
  32A × 0.77 ㎥/分 × 20 kPa × 1.50kW 
  50A × 0.21 ㎥/分 × 4.0 ｍ × 0.40kW 
  50A × 0.12 ㎥/分 × 4.0 ｍ × 0.25kW 
  50A × 0.24 ㎥/分 × 4.0 ｍ × 0.40kW 
  1mm 目幅 × 14 ㎥/時 × 0.1kW 
  25A × 40 L/分 × 3.0 ｍ × 100W × 100V 
  フロート式 

2 
1 
2 
2 
2 
1 
1 
12 

 
(4) 使用薬剤等   
  1) 油脂分解菌（ダイナトリート 2000） 

  粉体状の油脂分解菌を投入前に適量、自動的に水溶液にして投入する方法
を採用している。使用量は一日当たり 0.3kg を見込んだ。 

     5.3 ｇ/㎥ × 55 ㎥/日＝0.30 kg/日 
  2) 担体 

 発泡ウレタン性のキューブ型の担体を容積の 20％程度充填している。通常
の運転では、２年に１回に 10％を補充することを想定している。計画時点で
は実証期間中の補充は予定していない。 
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 図２－３ 実証対象施設の構造図（１）
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図２－３ 実証対象施設の構造図（２） 
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(5) 設計仕様のまとめ 
 設計仕様をまとめると下図の表のとおりとなる。 
 

表２－２ 設計仕様 
区分 項目 仕様及び処理能力 

型式 担体流動槽方式 施設 
概要 サイズ・重量 W5,900mm× D11,100mm× H3,260mm ・4,400kg 

対象物質 BOD、SS、n-Hex 
日排水量 55m3/日 
流入水質 BOD 1,000mg/L、SS 800mg/L、n-Hex 200mg/L 

設計 
条件 

処理水質 BOD  600mg/L 以下、SS 600mg/L 以下、n-Hex 
30mg/L以下 

 
 
 
 
３． 実証試験の方法と実施状況 
 
3.1 流入水の特性評価  
実証対象施設は、十分な稼働実績を持つ既設の排水処理施設であるため、実証機
関による流入水の特性評価は不要と判断した。対象施設の流入水に関する各種測定
結果の概要は「1.4 排水の水量、水質」のとおりである。  
 
3.2 実証対象施設の立ち上げ  
実証対象施設は、実証試験実施場所において平成 15 年３月より運転を開始して
いる。このため、試験施設の立ち上げについては既に完了しているものと見なし今
回の実証試験に伴う立ち上げ作業は特に行わなかった。 
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3.3 実証試験期間  
実証試験は、日間変動、週間変動、定期変動について、平成 16 年９月から平成
17年３月の期間に実施した。実証試験スケジュールを表３－１に示す。 
 

表３－１ 実証試験スケジュール 
日 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月 日 
１ (水)  (金)  (月)  (水) ☆ (土)  (火)  (火)  １ 
２ (木)  (土)  (火)  (木)  (日)  (水) ☆臭 (水) ☆◎ ２ 
３ (金)  (日)  (水)  (金)  (月)  (木)  (木)  ３ 
４ (土)  (月)  (木)  (土)  (火)  (金)  (金)  ４ 
５ (日)  (火)  (金)  (日)  (水) ☆ (土)  (土)  ５ 
６ (月)  (水)  (土)  (月)  (木)  (日)  (日)  ６ 
７ (火)  (木)  (日)  (火)  (金)  (月)  (月)  ７ 
８ (水)  (金)  (月)  (水) ☆ (土)  (火)  (火)  ８ 
９ (木)  (土)  (火)  (木)  (日)  (水) ☆ (水)  ９ 
１０ (金)  (日)  (水)  (金)  (月)  (木)  (木)  １０ 
１１ (土)  (月)  (木)  (土)  (火)  (金)  (金)  １１ 
１２ (日)  (火)  (金)  (日)  (水)  (土)  (土)  １２ 
１３ (月)  (水) ☆ (土)  (月)  (木)  (日)  (日)  １３ 
１４ (火)  (木)  (日)  (火)  (金)  (月) ☆△◎ (月)  １４ 
１５ (水)  (金)  (月)  (水)  (土)  (火) △ (火)  １５ 
１６ (木)  (土)  (火) ☆○◎ (木)  (日)  (水) △ (水)  １６ 
１７ (金)  (日)  (水)  (金)  (月)  (木) △ (木)  １７ 
１８ (土)  (月)  (木)  (土)  (火)  (金) △ (金)  １８ 
１９ (日)  (火)  (金)  (日)  (水) ☆ (土) △ (土)  １９ 
２０ (月)  (水)  (土)  (月) ☆◎騒 (木)  (日) △ (日)  ２０ 
２１ (火)  (木)  (日) △ (火)  (金)  (月)  (月)  ２１ 
２２ (水)  (金)  (月) △ (水)  (土)  (火)  (火)  ２２ 
２３ (木)  (土)  (火) △ (木)  (日)  (水)  (水)  ２３ 
２４ (金)  (日)  (水) ☆△◎ (金)  (月)  (木) 騒 (木)  ２４ 
２５ (土)  (月)  (木) △ (土)  (火)  (金)  (金)  ２５ 
２６ (日)  (火)  (金) △ (日)  (水) ☆○◎ (土)  (土)  ２６ 
２７ (月)  (水)  (土) △ (月)  (木)  (日)  (日)  ２７ 
２８ (火)  (木) ☆ (日)  (火)  (金)  (月)  (月)  ２８ 
２９ (水)  (金)  (月) 臭 (水)  (土)    (火)  ２９ 
３０ (木) ☆ (土)  (火)  (木)  (日)    (水)  ３０ 
３１   (日)    (金)  (月)    (木)  ３１ 
 

（凡 例） 
○：日間変動調査の測定 △：週間変動調査の測定 
☆：定期調査の測定 ◎：汚泥濃度測定（MLSS、MLVSS） 
騒：騒音測定 臭：臭気測定 
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3.4 水質分析  
 
（１）水質実証項目  
実証試験の水質分析は、実証項目と参考項目に分け、以下のとおりとした。  
 

表３－２ 水質実証項目 
実証項目 参考項目 

ｐＨ 
ＢＯＤ 
ＳＳ 
ｎ－Ｈｅｘ 

Ｔ－Ｎ 
Ｔ－Ｐ 

 
（２）採水スケジュールと頻度 
試料の採水のスケジュール（時刻）と頻度を下表にまとめた。 
 

表３－３ 採水スケジュールと頻度 
  項目 調査回数 検体数 時間等 
日 ｐＨ 
間 ＳＳ 
  ＢＯＤ 

  n-Hex 

1日を 
2回 

3箇所×12回(初回調査) 
＋ 

3箇所×15回 
       (２回目調査) 
各項目８１試料 

初回(11/16) 
8,10,11,12,13,14,16,18,19,20,21,23時 

２回目(1/26)  
8,10,11,12,13,14,16,17,18,19,20,21,23, 

24, 2時 
週 ｐＨ 
間 ＳＳ 
  ＢＯＤ 

  n-Hex 

１週間 
（７日）を 

2回 

３箇所 
×３回（１日の採水回数） 
×７回（１調査） 
×２回（調査回数） 

各項目 126試料 

月～日曜日の７日連続 
8,14,20時の 3回をコンポジットするため 
各項目 126試料÷３＝４２検体を分析 

定 ｐＨ 
期 ＳＳ 
 ＢＯＤ 
 n-Hex 
 Ｔ-Ｎ※ 
 Ｔ-Ｐ※ 

15回 

３箇所 
×３回（１日の採水回数） 
×15回（調査回数） 
各項目 135試料 

8,14,20時の 3回/日 
時刻ごとに分析し、平均値をデータとして
採用した。ただし、10月までは 3回をコンポ
ジットした。 

補足 箇所とは、流入、中間、流出の採取する３箇所のこと。 
   参考項目（※印）は、定期調査時のみ採取し、分析した。 
 



   

(
)
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Hex

Hex  
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  流量 時刻 
合計 

(ｍ3/日) 55.85  － 

最小値 
(ｍ3/時間) 0.13  23時以降

最大値 
(ｍ3/時間) 6.47  19時 

平均 
(ｍ3/時間) 2.94  － 

中央値 
(ｍ3/時間) 2.50  － 
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箱型図は、データのバラツキを視覚的に把握でき、ヒストグラムと比較して複数の母集団の比較できる
特徴がある。
・中央値（①）： データを数値の小さい順に並べた際に中央に位置するデータ
・25 ％値（②）： データを数値の小さい順に並べた際に１／４ に位置するデータ
・75 ％値（③）： データを数値の小さい順に並べた際に３／４ に位置するデータ
・下隣接点（④）：計算式（25％ 値－1.5×（75％ 値－25％ 値）） により求めた値
・下隣接値（⑤）：下隣接点（④）と　25％値（②）との範囲内で下隣接点の値に最も近い実測値
・上隣接点（⑥）：計算式（75％ 値＋1.5×（75％ 値－25％ 値）） により求めた値
・上隣接値（⑦）： 上隣接点（⑥）と　75％値（③）との範囲内で上隣接点の値に最も近い実測値
・外れ値（⑧）： 隣接値よりも外側の値

説明

≪参考資料≫箱型図の読み方
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管理項目 一回あたりの管理時間 
及び管理頻度 

維持管理に必要な 
人員数・技能 

 定期点検 １００分（２回/月） １人・浄化槽技術管理者程度 
 油脂分解菌の補充 ２０分（２回/月） １人・浄化槽技術管理者程度 
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実証対象施設の点検記録の状況 

１１月 試験内容 設備・槽内の状況 臭気の状況 その他 
１６ (火) 定期･日間･汚泥 原水槽に油脂有 18:00頃周囲に鶏糞臭有  
２１ (日) 週間 原水槽に油脂有 18:00頃周囲に鶏糞臭有  

２２ (月) 週間 原水槽に油脂有 
8:00,14:00,20:00 芳香臭
有 20:00 頃周囲に鶏糞臭
有 

 

２３ (火) 週間 原水槽に油脂有 14:00芳香臭 
蓋解放後臭気少し有り  

２４ (水) 定期･週間･汚泥 原水槽に油脂有 蓋解放後臭気少し有り  

２５ (木) 週間 原水槽に油脂有 周囲に芳香臭有り 
蓋解放後臭気少し有り  

２６ (金) 週間 原水槽に油脂有 蓋解放後臭気少し有り  
２７ (土) 週間 原水槽に油脂有 蓋解放後臭気少し有り  
１２月     
１ (水) 定期 原水槽に油脂多い 蓋解放後臭気少し有り  
８ (水) 定期 原水槽に油脂多い 蓋解放後臭気少し有り  

２０ (月) 定期，汚泥 
原水槽に油脂多い 
ブロワ-２台同時運転 
（以降常時同時運転） 

臭気有り、蓋から泡吹き出
す  

１月     
５ (水) 定期 原水槽に油脂多い 蓋解放後臭気少し有り  
１９ (水) 定期 原水槽に油脂多い 蓋解放後臭気少し有り  
２６ (水) 定期・日間，汚泥 原水槽に油脂多い 蓋解放後臭気少し有り  
２月     
２ (水) 定期 原水槽に油脂多い 蓋解放後臭気少し有り  
９ (水) 定期 原水槽に油脂多い 蓋解放後臭気少し有り  
１４ (月) 定期・週間・汚泥 原水槽に油脂多い 蓋解放後臭気少し有り  
１５ (火) 週間 原水槽に油脂多い 蓋解放後臭気少し有り  
１６ (水) 週間 原水槽に油脂多い 蓋解放後臭気少し有り  
１７ (木) 週間 原水槽に油脂多い 蓋解放後臭気少し有り  
１８ (金) 週間 原水槽に油脂多い 蓋解放後臭気少し有り  

１９ (土) 週間 原水槽に油脂多い 蓋解放後臭気少し有り 
8:00周囲に鶏糞臭有  

２０ (日) 週間 原水槽に油脂多い 蓋解放後臭気少し有り  
３月     
２ (水) 定期試験・汚泥 原水槽に油脂多い 蓋解放後臭気少し有り  
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機器名 消費電力量ｋｗｈ/日 
ばっ気ブロワ、 撹拌ブロワ 
 原水ポンプ、 計量ポンプ 

 放流ポンプ、 微細目スクリーン
 油分解菌注入装置 

 
ブロワ１台稼動時 １３３ 
ブロワ２台稼動時 ２２５ 

 

表４－７ 担体流動槽の汚泥
濃度平均(mg/L) 

 MLSS MLVSS
11/16 1,600 1,400
11/24 1,600 1,300
12/20 5,100 4,600
1/26 10,900 10,500
2/14 1,600 1,400
3/2 2,000 1,700
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